
問

問 問答

答

４
件
。

ほ
と
ん
ど
の
町
村
は
人
事
院
勧

告
に
従
っ
て
い
る
。

昨
年
も
人
事
院
勧
告
に
従
い
引

き
上
げ
て
い
る
。
他
の
町
村
の

家
屋
課
税
誤
り
の
件
数
は
。

建
設
地
の
選
定
委
託
業
者
は
。

状
況
は
。

答
国
へ
提
案
す
る
た
め
に
候
補
地

を
選
定
す
る
必
要
が
あ
り
、
ヤ

フ
ー
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
お
願
い
し
、

調
査
選
定
を
委
託
す
る
。

総
務
社
会

討
論（
本
議
会
）

白
馬
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
ノ
ー
マ
ル
ヒ

ル
改
修
工
事
で
、
飛
距
離
判
定
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
、
風
向
風
速
計
の
取
付
け
な
ど

が
不
要
に
な
り
、
７
０
２
万
円
の
減
額
。

平
成
28
年
人
事
院
勧
告
に
伴
う
改
正
。

期
末
手
当
の
支
給
率
を
０
・
１
０
月
分
引

き
上
げ
る
も
の
。

所
得
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
も
の
。

平
成
28
年
人
事
院
勧
告
に
伴
う
改
正
。

月
例
給
、
勤
勉
手
当
の
支
給
率
の
引
き
上

げ
、
扶
養
手
当
の
見
直
し
。

白
馬
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル

電
気
設
備
改
修
工
事
で
場
内
配
管
配
線
設

備
、
各
種
情
報
処
理
設
備
、
場
内
通
信
設

備
工
事
の
増
工
に
よ
り
、
７
６
６
万
８
千

円
の
増
額
。

平
成
28
年
人
事
院
勧
告
に
伴
う
改
正
。

期
末
手
当
の
支
給
率
を
０
・
１
０
月
分
引

き
上
げ
る
も
の
。

●�

工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結

●�

工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結

●�
白
馬
村
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

●�

白
馬
村
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者
等

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

●�

平
成
28
年
度
白
馬
村
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）
所
管
事
項

●�

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●�

白
馬
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

●�

白
馬
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
。

▽�

委
員
多
数
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
。

▽�
委
員
多
数
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
。

▽�

委
員
多
数
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
。

白
馬
中
学
校
大
規
模
改
修

１
億
２
７
１
０
万
５
千
円
の
増
額

台
湾
の
金
融
機
関
等
を
通
じ
て
、
日
本

国
居
住
者
が
国
内
に
お
い
て
支
払
い
を
受

け
る
一
定
の
利
子
所
得
及
び
配
当
所
得
に

対
し
、
住
民
税
の
所
得
割
を
分
離
課
税
す

る
規
定
を
定
め
る
。

◎
総
務
課
関
係

　

道
の
駅
建
設
地
の
選
定
委
託
料
に

２
１
６
万
円
、
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
に

１
９
９
８
万
円
の
増
額
な
ど
。

◎
健
康
福
祉
課
関
係

　

老
人
福
祉
施
設
措
置
費
に
85
万
７
千

円
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
委
託
料
に
46
万

４
千
円
。

　

自
立
支
援
給
付
費
に
７
５
０
万
円
、
児

童
福
祉
給
付
費
に
３
４
２
万
円
。
い
ず
れ

も
利
用
者
増
加
に
よ
る
も
の
。
保
育
士
１

名
の
退
職
に
よ
る
２
５
７
万
６
千
円
の
減

◎
税
務
課
関
係

　

固
定
資
産
税
家
屋
課
税
誤
り
が
あ
り
、

補
償
補
填
及
び
賠
償
金
と
村
税
還
付
金
及

び
還
付
加
算
金
に
４
７
１
万
９
千
円
の
増

額
な
ど
。

◎
住
民
課
関
係

　

ご
み
分
別
英
語
版
早
見
表
の
作
成
費
に

８
万
３
千
円
。
八
方
新
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
測
量
委
託
料
に
75
万
６
千
円
の
増

額
。

【加藤亮輔議員】
　平成28年度の予算編成の基本方針は、災害復旧・復興、冬
季国体の成功、今後の人口減少を防ぎ、持続可能なまちづく
りに取り組むものである。また、昨年、人口減少を防ぐため
の「白馬村総合戦略」も策定した。

　来年度のしろうま保育園の未満児入園希望者が、定員34名
のところ65名の応募があるにもかかわらず、施設及び保育士
の補正予算を計上せず、また、若者の定住対策を重視しない
補正予算のため反対。

【田中榮一議員】
　今回の補正予算の内、人事委員勧告に従っての人件費の増
額分は、都道府県や市と違い、人事委員会がない村職員にとっ
て重要な改定であり、以前減額改定された時は、人事院勧告
に従って準拠してきている。

　また、各課から上程された補正予算は、細部にわたり説明
を受け、各委員会において、充分な審査を重ねてきたもので
ある。住民のために速やかな事業の執行を目的とした、真に
必要な補正予算であることを認めたものである。

【伊藤まゆみ議員】
　人事院勧告による議員、常勤の特別職の報酬、また職員の
給与の増額に対して反対の立場である。この一般会計補正予
算（第４号）には、今回の改定による増額分が計上されている。

「住民あっての行政」という立場であるなら、予算がない、財
源がないとの言いわけで棚上げされてきている地区要望を1
つでも、2つでも実現する方向で予算執行すべき。

一般会計補正予算（第４号）
反対討論

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
６
０
０
０
万

８
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
69
億

１
５
０
８
万
８
千
円
と
す
る
も
の
。

賛成討論
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